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安
倍
政
権
は
衆
院
特
別
委
員
会
で
安

全
保
障
関
連
法
案
を
審
議
し
て
い
る
が

序
盤
の
論
戦
で
政
府
の
説
明
に
ほ
こ
ろ

び
が
め
だ
っ
て
い
る
。
首
相
の
説
明
が

矛
盾
す
る
の
は
、
憲
法
９
条
の
解
釈
を

無
理
や
り
変
え
て
集
団
的
自
衛
権
行
使

を
容
認
し
た
昨
年
７
月
の
閣
議
決
定

と
、
９
条
の
下
で
堅
持
し
て
き
た
安
保

法
制
と
の
間
で
整
合
性
が
と
れ
な
く
な

っ
て
い
る
か
ら
だ
。
衆
院
憲
法
審
査
会

で
、
与
野
党
が
推
薦
し
た
憲
法
学
者
３

人
全
員
が
安
全
保
障
関
連
法
案
を
「
憲

法
９
条
違
反
」
と
明
言
し
た
。
関
連
法

案
撤
回
に
む
け
全
力
で
取
り
組
も
う
。

道本部第121回中央委員会特集号

２ ３ 中央委員会質疑・答弁、山田剛さん逝去、
じちろうマイカー共済見積キャンペーン実施中

４ 連合北海道５．27全道総決起集会、自治労都市交評
第１回交研集会、職場だより（網走地本発）、シリ
ーズ「社会保障制度改革の行方⑰」、えさきさんの
国会だより㉛、忙中余話（藤盛副委員長）

中央委員会では、当面する課題についてたたかう方針を全会一致で確認した

道本部第121回中央委員会

労働者保護ルール改悪阻止
「
戦
争
関
連
法
案
」成
立
は
許
さ
な
い
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12日㈮　自治研推進委員会（札幌市）
17日㈬　連合北海道第60回地方委員会（札幌市）
19日㈮　戦争をさせない北海道シンポジウム
　　　　（札幌市）
20日㈯　戦争をさせない北海道大集会（札幌市）
　　　　2105年度福祉・介護集会（～21日、札幌市）
22日㈪　第20回執行委員会（札幌市）
26日㈮　�2015年度道本部活動家育成講座【後期】

（～ 28日、札幌市）
30日㈫　北海道平和運動フォーラム定期総会
　　　　（札幌市）

６月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

「戦争をさせない」�
� 全国署名実施中！
◇目標　組合員×５筆

延長しました！◇取り組み期限

６月８日時点
集約状況 筆

2015年６月18日（木）まで

68,992

安
倍
政
権
の
暴
走
阻
止

執行委員長 山上 潔

問
わ
れ
る
重
要
な
選
挙
戦
と

な
る
。
北
海
道
選
挙
区
候
補

を
は
じ
め
、
自
治
労
組
織
内

の
比
例
候
補
『
え
さ
き
た
か

し
』
の
必
勝
を
全
力
で
勝
ち

取
ろ
う
。

　

今
春
闘
も
月
例
賃
金
の
引

き
上
げ
の
た
た
か
い
を
進
め

た
結
果
、
賃
金
水
準
を
２
年

連
続
引
き
上
げ
、
一
時
金
も

含
め
一
定
の
成
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
春
闘
を
総

括
し
、
正
規
・
非
正
規
を
問

わ
ず
す
べ
て
の
働
く
も
の
の

賃
上
げ
と
処
遇
改
善
に
む
け

取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

安
倍
政
権
は
、「
平
和
安
全

法
制
整
備
法
案
」
と
「
国
際

平
和
支
援
法
案
」
の
安
全
保

障
関
連
２
法
案
を
閣
議
決
定

し
、
今
通
常
国
会
に
提
出
し

た
。
集
団
的
自
衛
権
行
使
を

含
む
自
衛
隊
の
任
務
拡
大
を

狙
っ
た
も
の
だ
。

　

敗
戦
か
ら
、
今
年
で
70
年

が
経
過
す
る
が
、
安
倍
自
公

政
権
は
日
本
を
再
び
「
戦
争

の
で
き
る
国
」
に
逆
戻
り
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
広
範

な
大
衆
闘
争
を
構
築
し
「
戦

争
関
連
法
案
」
を
廃
案
に
追

い
込
も
う
。

　

労
働
者
保
護
法
制
の
見
直

し
に
つ
い
て
安
倍
政
権
は
、

一
生
涯
派
遣
で
低
賃
金
に
つ

な
が
る
「
労
働
者
派
遣
法
改

悪
法
案
」
を
、
今
国
会
に
提

案
し
た
。
ま
た
、「
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
の

創
設
や
裁
量
労
働
制
の
対
象

業
務
の
拡
大
な
ど
、
労
働
時

間
規
制
の
緩
和
策
を
盛
り
込

ん
だ
、
長
時
間
労
働
を
助
長

す
る
法
案
も
提
出
し
た
。
安

倍
政
権
は
法
案
の
強
行
採
決

を
し
よ
う
と
、
国
会
情
勢
は

緊
迫
し
た
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
が
、
民
主
党
や
連
合
を

は
じ
め
、
院
内
外
の
粘
り
強

い
た
た
か
い
が
続
け
ら
れ
て

い
る
。
法
案
の
可
決
・
成
立

阻
止
に
む
け
、
全
力
で
取
り

組
む
。

っ
た
が
、
道
議
選
で
２
人
の

組
織
内
新
人
候
補
の
当
選
を

勝
ち
取
り
、
札
幌
市
長
・
市

議
選
や
、
後
半
の
首
長
・
市

町
村
議
会
議
員
選
挙
で
組
織

内
候
補
全
員
の
当
選
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
で
き
た
。
組
合

員
・
退
職
者
・
家
族
の
皆
さ

ん
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
来
年
の
参
議
院
議
員

選
挙
は
、
日
本
の
方
向
性
が

　

今
回
の
統
一
自
治
体
選
挙

闘
争
は
、
知
事
選
や
一
部
道

議
選
で
は
厳
し
い
結
果
と
な

道
本
部
あ
い
さ
つ

け
、
民
主
党
を
中
心
と
し
た

政
治
勢
力
を
結
集
し
、
組
織

内
候
補
『
え
さ
き
た
か
し
』

の
必
勝
の
た
め
、
組
織
の
総

力
を
あ
げ
取
り
組
む
。

　

社
会
保
障
や
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
地
方
財
政
を
守
る
た
た

か
い
、
公
務
員
賃
金
の
削
減

を
許
さ
な
い
取
り
組
み
を
進

め
る
。

　

組
織
強
化
・
拡
大
12
次
長

期
計
画
や
男
女
が
と
も
に
担

う
第
４
次
計
画
を
討
議
し
、

当
面
す
る
た
た
か
い
に
全
力

を
あ
げ
、
組
織
強
化
・
拡
大

に
む
け
、
総
力
を
あ
げ
て
取

り
組
も
う
。

基
準
法
改
正
案
は
「
残
業
代

ゼ
ロ
」
法
案
だ
。
労
働
者
が

勝
ち
取
っ
た
権
利
を
破
壊
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。
労
働
者

保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
を
阻
止

す
る
た
た
か
い
を
強
化
す
る
。

　

安
倍
政
権
は
「
戦
争
関
連

法
案
」
の
成
立
を
め
ざ
し
て

い
る
。
他
国
軍
の
戦
闘
支
援

を
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
地
域

で
可
能
に
す
る
法
案
で
あ

り
、
憲
法
違
反
だ
。
戦
後
70

年
を
迎
え
て
日
本
が
再
び
戦

争
を
す
る
国
に
な
る
。
国
民

運
動
を
盛
り
上
げ
、「
戦
争
関

連
法
案
」
成
立
阻
止
の
取
り

組
み
を
進
め
る
。

　

来
年
行
わ
れ
る
参
議
院
議

員
選
挙
は
正
念
場
の
た
た
か

い
に
な
る
。
改
憲
改
悪
に
必

要
な
３
分
の
２
以
上
の
議
席

確
保
を
与
党
勢
力
に
許
さ

ず
、
原
発
回
帰
や
沖
縄
県
辺

野
古
新
基
地
建
設
阻
止
に
む

た
。
今
春
闘
を
し
っ
か
り
総

括
し
、
正
規
・
非
正
規
を
問

わ
ず
、
す
べ
て
の
働
く
も
の

の
賃
上
げ
と
処
遇
改
善
の
実

現
に
む
け
取
り
組
み
を
進
め

る
。

　

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改

悪
は
、
働
く
も
の
の
生
活
と

権
利
を
破
壊
す
る
も
の
だ
。

労
働
者
派
遣
法
改
正
案
は
生

涯
派
遣
、
低
賃
金
労
働
者
を

増
や
す
法
案
で
あ
り
、
労
働

　

中
央
委
員
会
で
は
、
２
０

１
５
国
民
春
闘
中
間
総
括
、

当
面
の
闘
争
方
針
な
ど
提
起

し
参
加
者
か
ら
、
経
過
３
人
、

方
針
に
11
人
の
発
言
が
あ
っ

た
。（
２
～
３
面
参
照
）

　

２
０
１
５
国
民
春
闘
は
、

月
例
賃
金
引
き
上
げ
の
た
た

か
い
を
進
め
た
結
果
、
賃
金

水
準
を
２
年
連
続
引
き
上

げ
、
一
時
金
を
含
め
一
定
の

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

　

道
本
部
は
６
月
５
日
、
自
治
労
会
館
で
第
１
２
１
回

中
央
委
員
会
を
開
き
、
３
１
６
人
（
う
ち
女
性
26
人

８
・
22
％
）
が
参
加
し
た
。
当
面
の
闘
争
方
針
を
決
定

し
、「
労
働
者
派
遣
等
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
に
反
対

す
る
決
議
・「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
断
固
反
対

し
、
戦
争
関
連
法
案
の
成
立
阻
止
に
全
力
を
あ
げ
る
決

議
と
闘
争
宣
言
を
採
択
し
、
総
力
を
あ
げ
て
た
た
か
う

こ
と
を
確
認
し
た
。

発言予定者

結城洋一郎さん 半田　滋さん

山口　二郎さん 岩本　一郎さん

雨宮　処凛さん

コーディネーター

山口　二郎さん

パネリスト

半田　滋さん

パネリスト

雨宮　処凛さん

パネリスト

清松　愛砂さん

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。



� ������� 第２１２１号　　 2015年６月11日

応募者全員に『ミニホワイトボード』
をプレゼント （2015年６月１日～2015年７月末まで）

■「
組
織
建
て
直
し
」取
り
組
む

■
組
合
員
と
の
対
話
で
運
動
前
進

■
矛
盾
を
突
く
こ
と
が
大
切

■
独
自
削
減
回
復
に
む
け
団
結

■
組
織
内
候
補
擁
立
で
組
織
強
化

■『
共
済
組
合
制
度
』の
議
論
が
必
要

■
公
契
約
条
例
制
定
の
前
進
を

■「
え
さ
き
再
選
」と
組
織
強
化

■『
人
事
評
価
』に
対
す
る
方
針
を

■
道
議
選
の
成
果
を
活
か
す

■
賃
金
改
善
進
め
る
こ
と
が
必
要

■「
職
の
確
立
」議
論
の
成
果

■
反
合
理
化
闘
争
の
強
化

■
担
い
手
づ
く
り
に
努
力

（根室市職労）

（日高町職）

（十勝地方本部）

（留萌市労連）

（渡島地方本部）

（江別市職労）

（南部桧山衛生労組）

（上川地方本部）

（北斗市職労）

（北広島市職労）

（夕張市職労）

（札幌市労）

（網走市労連）

（名寄市職労）
松崎中央委員

瀧口中央委員

平山中央委員

沖田中央委員

帰山中央委員

吉田中央委員

藤谷中央委員

千野中央委員

樋口中央委員

永坂中央委員

佐藤中央委員

廣川中央委員

山下中央委員

佐藤中央委員

自治労道本部は第121回中央委員会で「えさきたかし」さんを第24回参議院議員選挙の組織内候補として推せん決定しています。

見積キャンペーン

階
で
の
対
応
を
要
請
す
る
。

　

公
契
約
条
例
は
札
幌
市
の

否
決
の
影
響
も
大
き
い
が
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
条
例
制

定
と
リ
ン
ク
し
た
取
り
組
み

も
重
要
。

　

日
高
町
の
協
賛
レ
ー
ス
に

つ
い
て
道
本
部
の
立
場
か
ら

も
協
力
を
要
請
す
る
。
宮
城

自
治
研
に
む
け
た
全
体
の
取

り
組
み
を
要
請
す
る
。

　

夕
張
市
の
現
状
に
つ
い
て

全
体
で
共
有
し
引
き
続
き
連

携
し
た
取
り
組
み
を
継
続
す

る
。
統
一
選
に
つ
い
て
厳
し

い
情
勢
の
中
で
の
た
た
か
い

に
感
謝
す
る
。
組
織
内
議
員

を
増
や
し
、
政
策
実
現
に
む

け
各
単
組
で
の
取
り
組
み
を
。

　

知
事
候
補
擁
立
の
遅
れ
に

つ
い
て
は
連
合
に
対
し
こ
の

間
も
意
見
反
映
を
し
て
き

た
。
総
括
議
論
の
中
で
も
引

き
続
き
意
見
反
映
を
し
て
い

く
。
地
本
・
単
組
の
総
括
議

論
に
よ
る
豊
富
化
を
要
請
す

る
。

　

日
常
の
闘
争
と
あ
わ
せ
て

組
織
強
化
を
意
識
し
な
が
ら

参
議
院
選
挙
に
つ
な
げ
て
ほ

し
い
。

　

「
え
さ
き
再
選
」は
極
め
て

厳
し
い
た
た
か
い
だ
が
、
今

後
の
日
本
を
左
右
す
る
た
た

か
い
と
な
る
。
早
急
な
闘
争

体
制
の
確
立
を
要
請
す
る
。

の
提
起
を
う
け
、
道
本
部
と

し
て
学
習
会
な
ど
対
応
し
て

い
く
。

　

労
働
法
制
の
改
悪
に
つ
い

て
は
国
会
審
議
の
山
場
を
迎

え
て
い
る
。
連
合
の
取
り
組

み
に
も
し
っ
か
り
と
結
集
し

て
い
く
。

　

『
総
合
的
見
直
し
』に
よ
っ

て
20
％
以
上
の
格
差
が
生
ま

れ
て
お
り
、
ラ
ス
比
較
問
題

や
地
公
賃
金
低
水
準
化
の
動

き
に
対
し
て
理
論
武
装
し
、

し
っ
か
り
と
主
張
し
て
い

く
。
十
勝
地
本
の
町
村
会
な

ど
へ
の
粘
り
強
い
取
り
組
み

に
敬
意
を
表
す
。
標
準
職
務

表
の
条
例
化
と
職
員
数
の
公

表
は
重
要
課
題
で
あ
り
、
人

事
評
価
制
度
と
あ
わ
せ
て
全

道
レ
ベ
ル
の
学
習
会
を
検

討
・
設
定
し
て
い
く
。

　

年
金
積
立
金
の
運
用
の
課

題
に
つ
い
て
は
、
全
体
化
が

不
十
分
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
間
の
意
見
反
映
の
結

果
、
乖
離
幅
な
ど
改
善
さ
れ

た
部
分
も
あ
る
が
、
リ
ス
ク

は
高
ま
る
の
は
事
実
。
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
に
は
元
本

割
れ
を
起
こ
し
た
経
過
も
あ

り
、
標
準
報
酬
制
の
課
題
も

含
め
各
級
議
員
・
委
員
、
本

部
共
済
対
策
委
員
会
・
道
本

部
厚
生
対
策
委
員
会
で
意
見

反
映
を
継
続
す
る
。

　

青
年
部
「
夏
期
交
」
へ
の

各
単
組
の
支
援
を
要
請
す
る
。

　

介
護
報
酬
改
悪
は
地
方
自

治
体
・
議
員
・
事
業
主
へ
の

要
請
行
動
の
取
り
組
み
と
あ

わ
せ
問
題
点
に
つ
い
て
学
習

会
を
行
う
予
定
。
各
地
域
段

　

各
地
本
と
議
論
し
て
重
点

対
策
単
組
を
設
け
、
対
策
を

し
て
き
た
。
引
き
続
き
組
織

強
化
・
拡
大
に
む
け
て
地

本
・
道
本
部
が
と
も
に
関
わ

る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
。

　

人
事
評
価
制
度
の
対
応
に

つ
い
て
は
本
部
交
流
集
会
で

藤
盛
副
委
員
長

大
出
書
記
長

難
波
副
委
員
長

来
賓
あ
い
さ
つ

　

統
一
選
で
の
組
合
員
支
持

者
獲
得
は
２
割
程
度
。
来
年

の
参
議
院
選
挙
に
む
け
て
厳

し
い
総
括
が
必
要
。
政
治
に

無
関
心
で
あ
っ
て
も
無
関
係

で
は
い
ら
れ
な
い
。

　

連
合
と
し
て
も
労
働
者
保

護
ル
ー
ル
改
悪
・
安
全
保
障

関
連
法
案
反
対
の
合
意
を
つ

く
っ
て
き
た
。
今
後
も
自
治

労
の
協
力
を
。

　

安
倍
政
権
が
進
め
る
戦
争

関
連
２
法
案
は
、
こ
れ
ま
で

の
解
釈
を
根
本
か
ら
覆
す
も

の
。
戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海

道
委
員
会
と
し
て
「
総
が
か

り
行
動
」
を
提
起
し
、
山
場

に
は
北
海
道
中
央
闘
争
団
を

派
遣
し
取
り
組
み
を
進
め

る
。
脱
原
発
、
再
稼
働
反
対

の
た
た
か
い
と
合
わ
せ
て
全

力
を
あ
げ
る
。

　

知
事
選
は
候
補
擁
立
の
遅

れ
が
敗
因
で
あ
り
、
地
域
候

補
も
目
標
数
に
達
し
な
か
っ

た
こ
と
が
反
省
点
。
今
後
行

わ
れ
る
臨
時
総
会
で
総
括
案

を
提
出
し
、
原
因
を
明
確
に

し
て
い
き
た
い
。
国
内
情
勢

は
、
平
和
と
雇
用
環
境
の
問

題
が
あ
る
。
民
主
党
の
信
頼

も
回
復
し
て
い
な
い
が
、
前

を
向
い
て
進
ん
で
い
く
。

　

漏
れ
た
年
金
問
題
を
厚
労

省
も
大
臣
も
隠
し
て
い
た
。

自
民
党
の
隠
ぺ
い
体
質
が
あ

ら
た
め
て
露
わ
と
な
っ
た
。

　

安
倍
政
権
が
進
め
る
安
全

保
障
関
連
法
案
に
つ
い
て
、

憲
法
審
査
会
に
お
い
て
与
党

が
参
集
し
た
委
員
も
含
め
、

３
人
全
員
が
違
憲
と
判
断
し

た
。
こ
れ
を
国
会
で
審
議
で

き
る
訳
が
な
い
。

連合北海道

平和運動フォーラム

民主党北海道

衆議院議員

出村事務局長

長田事務局長

勝部幹事長

逢坂誠二

中
央
情
勢
報
告

�

澤
田
副
委
員
長

自
治
労
本
部

間
の
奮
闘
で
２
６
３
人
の
組

織
内
・
協
力
議
員
が
誕
生
し

た
。

　

大
阪
都
構
想
を
阻
止
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
全
国
の
仲

間
が
力
を
あ
わ
せ
れ
ば
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
で
き
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
導
入
へ
の
圧
力
や
、
財
政

健
全
化
計
画
で
人
件
費
削
減

が
も
く
ろ
ま
れ
て
お
り
、
人

勧
期
で
の
取
り
組
み
を
強
化

し
対
策
を
進
め
る
。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の

施
行
か
ら
30
年
が
経
過
し

た
。
男
女
平
等
社
会
の
実
現

に
む
け
て
取
り
組
み
を
強
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

女
性
を
経
済
の
た
め
に
活

用
す
る
政
策
や
、
安
全
保
障

関
連
法
案
に
対
し
中
央
・
地

方
か
ら
安
倍
政
権
の
暴
走
を

許
さ
な
い
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
。

　

『
え
さ
き
た
か
し
』
必
勝
に

む
け
総
力
を
あ
げ
て
た
た
か

お
う
。

　

統
一
選
で
は
、
全
国
の
仲

ス
ム
ー
ズ
な
議
事
進
行
に
務
め
て
い
た
だ
い

た
、（
左
）
留
寿
都
村
職
・
吉
井
康
裕
さ
ん
、

（
右
）
本
別
町
職
・
多
田
真
喜
子
さ
ん

議
長
団
あ
い
さ
つ

　生活を脅かすさまざまな課題をはじめ、第24回参議院

選挙闘争など重要な方針議論をする中央委員会。皆様の

協力を要請する。

道
本
部
答
弁
（
方
針
）

当
局
と
質
の
高
い
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
確
保
す
る
私
た
ち
の

違
い
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
職
場
の
点
検
を
し

っ
か
り
行
い
、
集
約
し
全
体

の
た
た
か
い
に
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
。

　

網
走
の
た
た
か
い
で
も
全

道
か
ら
多
く
の
檄
文
、
檄
布

が
集
約
さ
れ
た
。

　

自
治
労
が
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
く
こ
と
で
、
成
果
が
発

揮
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た

い
。

の
往
復
運
動
を
強
め
る
こ
と

を
要
請
す
る
。

　

網
走
現
業
合
理
化
の
た
た

か
い
は
、
一
部
受
け
入
れ
ざ

る
を
得
な
い
な
か
で
、
現
業

全
廃
を
阻
止
し
て
き
た
。

　

現
業
評
議
会
か
ら
の
発
言

も
含
め
て
、「
何
の
た
め
の
合

理
化
な
の
か
」「
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
質
が
ど
う
な
る
か
」
の

た
た
か
い
に
な
る
。
安
上
が

り
の
行
政
を
し
よ
う
と
す
る

　

女
性
の
役
員
担
い
手
、
組

合
活
動
へ
参
加
し
づ
ら
い
現

状
が
あ
る
。
組
織
の
40
％
は

女
性
組
合
員
で
あ
る
事
実
を

受
け
止
め
、
女
性
参
画
の
た

め
の
道
本
部
・
地
本
・
単
組

道
本
部
答
弁
（
経
過
）

経
過
に
対
す
る
質
疑

　

地
方
協
女
性
セ
ミ
ナ
ー

は
、
悩
み
を
課
題
解
決
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

開
催
。「
男
女
が
と
も
に
担
う

自
治
労
北
海
道
計
画
」
に
つ

い
て
討
論
し
、「
担
う
こ
と
が

で
き
な
い
理
由
」
を
出
す
な

か
か
ら
、
課
題
解
決
に
む
け

何
が
必
要
な
の
か
を
議
論
し

て
き
た
。
担
い
手
づ
く
り
に

む
け
て
と
も
に
努
力
し
て
い

く
。

　

『
総
合
的
見
直
し
』
で
は
、

昇
格
時
号
俸
対
応
表
の
取
り

組
み
と
し
て
、
町
村
長
会
に

持
ち
込
み
、
問
題
意
識
を
持

い
状
況
だ
が
、
３
年
ぶ
り
に

新
規
組
合
員
が
加
入
。
市
長

選
で
は
政
策
協
定
を
結
び
、

市
長
が
我
々
の
側
に
位
置
す

る
環
境
を
つ
く
っ
て
き
た
。

　

今
後
は
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

策
定
し
、
組
織
強
化
の
取
り

組
み
を
進
め
る
。

　

賃
金
独
自
削
減
を
、
当
初

　

小
岩
均
を
組
織
内
道
議
候

補
と
し
て
擁
立
。
２
回
に
わ

た
る
職
場
オ
ル
グ
で
、
選
挙

闘
争
や
組
織
内
の
必
要
性
を

　

単
組
の
組
織
強
化
、
組
織

立
て
直
し
に
む
け
、
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
。
競
合
単

組
の
組
織
人
員
が
多
く
厳
し

　

２
０
１
５
春
闘
で
は
「
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」

を
メ
イ
ン
に
取
り
組
み
を
進

め
、
時
間
外
手
当
や
介
護
職

場
の
諸
課
題
で
成
果
を
勝
ち

取
っ
た
。
今
後
も
組
合
員
と

の
対
話
に
よ
り
運
動
の
前
進

を
は
か
る
。
自
治
研
活
動
と

し
て
、
道
営
競
馬
の
協
賛
レ

ー
ス
を
進
め
て
き
た
。
全
道

の
協
力
を
要
請
す
る
。

　

統
一
選
で
は
新
た
に
組
織

た
せ
た
。拙
速
に
導
入
せ
ず
、

矛
盾
を
突
く
こ
と
が
大
切
。

　

今
年
の
人
勧
期
闘
争
で

も
、
集
め
た
署
名
の
多
さ
が

自
分
た
ち
の
賃
金
・
労
働
条

件
を
守
る
も
の
だ
と
自
覚
し

て
取
り
組
み
た
い
。

の
月
額
20
％
の
削
減
か
ら
平

均
５
％
ま
で
圧
縮
し
た
。
独

自
削
減
回
復
に
む
け
団
結
し

て
い
く
。
統
一
選
に
つ
い
て
、

道
議
・
市
議
と
も
に
勝
利

し
、
選
挙
状
況
も
前
進
し
た
。

人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
、

道
本
部
提
起
に
基
づ
い
て
労

使
協
議
を
し
て
い
く
。

内
町
議
２
人
を
擁
立
し
た
。

知
事
選
の
敗
因
は
候
補
擁
立

の
遅
れ
で
あ
り
、
強
い
意
見

反
映
を
求
め
る
。
組
織
内
候

補
を
擁
立
し
た
単
組
で
は
組

織
強
化
が
は
か
ら
れ
た
。
政

治
闘
争
の
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
北
海
道
・
地
方
を
変

え
る
取
り
組
み
の
強
化
を
。

　

年
金
資
産
運
用
に
関
し

て
、「
地
方
公
務
員
共
済
版
基

本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
が
公

表
さ
れ
た
。
元
本
割
れ
や
標

準
報
酬
へ
の
移
行
な
ど
リ
ス

ク
は
多
い
が
、
組
合
員
に
浸

透
し
て
い
な
い
。
組
合
員
の

生
活
を
守
る
と
い
う
意
味
で

も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

り
、中
央
へ
の
意
見
反
映
を
。

　

介
護
報
酬
改
定
で
は
廃
業

し
た
事
業
所
も
あ
る
。
次
期

改
定
で
は
改
悪
を
許
さ
な
い

取
り
組
み
の
強
化
を
。

　

委
託
費
・
指
定
管
理
料
の

引
き
下
げ
が
続
き
、
労
働
規

制
緩
和
が
進
め
ば
、
更
に
厳

し
く
な
る
。
公
契
約
条
例
制

定
の
取
り
組
み
前
進
を
。

　

統
一
選
で
は
、
下
川
・
美

瑛
で
地
域
の
民
主
化
前
進
の

た
め
に
新
た
に
推
せ
ん
候
補

を
擁
立
し
、
主
体
的
に
運
動

を
進
め
た
。
職
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
修
復
し
、「
職
場
・
暮

ら
し
・
地
域
」
課
題
を
取
り

組
み
、「
え
さ
き
参
議
」
の
再

選
と
、
組
織
強
化
を
展
望
し

た
た
た
か
い
を
進
め
る
。

　

『
人
事
評
価
』に
対
し
て
、

リ
ー
フ
を
活
用
し
全
単
組
で

学
習
会
に
取
り
組
む
。
基
本

組
織
の
方
針
を
明
確
に
示
し

て
ほ
し
い
。
参
院
選
に
む
け

政
治
闘
争
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
後
押
し
し
て
ほ
し

い
。「
夏
期
交
」
を
７
月
に
開

き
、組
織
強
化
に
つ
な
げ
る
。

道
本
部
青
年
部
結
成
30
周
年

で
記
念
タ
オ
ル
を
作
成
し

た
。財
源
づ
く
り
に
も
理
解
、

協
力
い
た
だ
き
た
い
。

丁
寧
に
説
明
し
、
初
め
て
組

織
内
道
議
を
誕
生
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。
道
議
選
の
成

果
を
、
参
院
選
・
５
区
衆
院

補
選
に
活
か
し
て
い
く
。

　

夕
張
市
で
の
中
途
退
職
が

止
ま
ら
な
い
な
か
で
も
、
賃

金
改
善
を
し
て
き
た
。
課
題

は
あ
る
が
確
認
だ
け
で
な
く

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
だ
。
統
一
選
で
は
、
市

長
・
市
議
選
と
も
に
無
投
票

当
選
と
な
っ
た
。
組
合
員
の

政
治
離
れ
が
進
む
な
か
、
組

織
内
候
補
の
必
要
性
を
議
論

し
て
き
た
結
果
だ
。

　

秋
期
闘
争
で
、
現
業
職
場

全
廃
の
合
理
化
提
案
が
出
さ

れ
交
渉
を
実
施
し
た
。
現
場

の
声
を
当
局
に
訴
え
、
ま
た

　

網
走
市
合
理
化
提
案
の
撤

回
は
、
全
道
か
ら
の
た
た
か

い
へ
の
結
集
と
「
職
の
確

立
」
に
む
け
た
議
論
の
成
果
。

春
闘
期
の
制
度
政
策
要
求
の

未
取
り
組
み
単
組
が
多
く
あ

る
。
自
治
体
責
任
に
よ
る
質

の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確

立
に
む
け
取
り
組
み
の
強
化

を
。

つ
い
て
は
継
続
協
議
と
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
感

謝
す
る
。
今
後
も
反
合
理
化

闘
争
を
強
化
す
る
。

全
道
か
ら
多
く
の
支
援
を
い

た
だ
き
、
一
部
委
託
を
確
認

し
た
も
の
の
、
全
面
委
託
に

方
針
に
対
す
る
質
疑

『
え
さ
き
』再
選
で
組
織
強
化
を
展
望

「脱原発」「平和憲法を守る」たたかいに奮闘
（
元
自
治
労
北
海
道
本
部
副
委
員
長
）

逝
去

山
田　

剛
さ

ん

道本部中央委員会の冒頭、参加者全体で黙祷を捧げた

　

元
自
治
労
道
本
部
副
委
員
長
の
山
田
剛
さ
ん
（
62
歳
）
が
、
４
月
15
日
、

札
幌
市
内
の
病
院
で
入
院
加
療
中
の
と
こ
ろ
逝
去
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
全
道
庁
上
川
総
支
部
出
身
。
２
０
０
３
年
か
ら
自
治
労
北

海
道
本
部
副
委
員

長
に
就
任
。
２
０

０
７
年
か
ら
北
海

道
平
和
運
動
フ
ォ

ー
ラ
ム
副
代
表
。

２
０
０
８
年
に
北

海
道
平
和
運
動
フ

ォ
ー
ラ
ム
代
表
を

歴
任
。

　

「
脱
原
発
社
会

の
実
現
」「
平
和
や

憲
法
を
守
る
」
た

た
か
い
の
先
頭
に

立
ち
奮
闘
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。

道本部副委員長などを
歴任した山田剛さん

圧倒的多数で方針が可決された
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安
倍
政
権
の

暴
走
が
止
ま
ら

な
い
。

　

新
安
保
法
制

の
国
会
審
議
が

本
格
化
し
て
き

た
。
安
倍
首
相

の
「
丁
寧
に
説

明
し
て
国
民
の
理
解
を
得
た

い
」
は
、
う
わ
べ
だ
け
だ
。

「
専
守
防
衛
の
定
義
が
変
わ

っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
正

し
た
の
に
対
し
、
首
相
は

「
ま
っ
た
く
変
わ
り
は
な

い
」
と
繰
り
返
し
た
。
質
問

に
正
面
か
ら
答
え
ず
、
論
点

を
は
ぐ
ら
か
す
姿
勢
に
は
、

本
当
に
怒
り
を
感
じ
る
。

　

安
倍
首
相
や
中
谷
防
衛
大

臣
は
、
新
安
保
法
整
備
で

「
抑
止
力
が
高
ま
り
安
全
が

確
保
さ
れ
る
」
と
す
る
一
方

で
、「
自
衛
隊
員
の
リ
ス
ク
は

高
ま
ら
な
い
」
と
の
認
識
を

示
し
た
。
さ
ら
に
、「
武
器
使

用
拡
大
な
ど
隊
員
の
リ
ス
ク

の
軽
減
措
置
を
盛
り
込
ん

だ
」
と
発
言
し
、「
武
器
の
使

用
を
拡
大
し
た
か
ら
、
自
衛

隊
員
や
国
民
の
リ
ス
ク
は
高

ま
ら
な
い
」
と
説
明
し
た
の

だ
。
誰
が
考
え
て
も
そ
ん
な

こ
と
が
あ
る
は
ず
が
な
い
。

　

現
状
は
、
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
道
本
部
役
職

員
も
毎
週
街
頭
に
出
て
署
名

活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、

徐
々
に
世
論
の
高
ま
り
が
感

じ
ら
れ
る
。
今
が
正
念
場
だ
。

�

（
藤
盛　

敏
弘
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

改めて平和運動の重要性を学習した＝５月16日、北見市

【
網
走
地
方
本
部
発
】
５
月

16
日
、
北
見
市
端
野
町
で

「
２
０
１
５
年
網
走
ブ
ロ
ッ

ク
青
年
共
闘
会
議
及
び
反
核

平
和
の
火
リ
レ
ー
・
平
和
友

好
祭
典
網
走
ブ
ロ
ッ
ク
総

会
」
を
行
い
、
産
別
を
超
え

て
28
人
が
参
加
し
た
。

　

総
会
後
に
は
斉
藤
・
道
本

部
青
年
部
長
が
「
な
ぜ
労
働

組
合
が
平
和
運
動
に
取
り
組

む
の
か
？
」
と
題
し
て
講
演

し
た
。

　

斉
藤
青
年
部
長
は
、
政
府

与
党
が
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
安
全
保
障
政
策
や
、
労
働

者
の
置
か
れ
て
い
る
社
会
的

背
景
に
つ
い
て
ふ
れ
な
が

ら
、「
基
本
に
立
ち
返
り
、
労

働
組
合
が
平
和
運
動
に
取
り

組
む
意
義
を
学
習
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
反
核
平
和

の
火
リ
レ
ー
な
ど
の
平
和
運

動
を
『
行
事
と
し
て
こ
な

す
』
も
の
と
せ
ず
、
そ
の
必

要
性
を
理
解
し
、
運
動
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と

強
調
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
自
治
労
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
の
共
闘

組
織
と
一
緒
に
運
動
を
展
開

す
る
こ
と
や
、
よ
り
多
く
の

人
に
『
平
和
』
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
う

た
め
、
発
信

し
て
い
く
こ

と
の
重
要
性

を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き

た
。

　

今
後
も
、

平
和
運
動
に

限
ら
ず
、
総

体
で
取
り
組

む
運
動
を
大

切
に
し
て
い

き
た
い
。（
網

走
地
方
本
部

青
年
部
長
・

金
子
祐
大
）

平
和
運
動
は
地
域
と
一
緒
に

シリーズ「社会保障制度改革の行方」

『必要な予算措置』
を求め続ける

⑰

　

５
月
19
日
に
開
か
れ
た
政

府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に

お
い
て
民
間
議
員
か
ら
、「
人

口
の
高
齢
化
で
著
し
い
支
出

増
が
予
想
さ
れ
る
医
療
や
介

護
な
ど
の
社
会
保
障
分
野
に

重
点
を
置
い
た
歳
出
抑
制

策
」
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
介
護
保
険

の
自
己
負
担
の
上
限
引
き
上

げ
や
２
割
負
担
対
象
者
の
拡

大
、
高
所
得
者
の
国
民
年
金

の
支
給
額
の
減
額
、
支
給
年

齢
の
引
き
上
げ
、
病
院
の
外

来
患
者
に
対
す
る
追
加
の
窓

口
負
担
な
ど
で
す
。

　

自
民
党
は
社
会
保
障
の
伸

び
を
年
間
２
２
２
０
億
円
抑

制
す
る
計
画
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
防
衛
費

だ
け
は
年
々
増
加
を
し
続
け

て
い
ま
す
。

　

国
民
に
負
担
ば
か
り
を
押

し
つ
け
、
犠
牲
を
強
い
る
こ

と
の
ど
こ
が
、
国
民
の
生
命

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
必
要

な
予
算
措
置
を
求
め
続
け
る

こ
と
で
あ
り
、
自
治
労
は
、

誰
も
が
安
心
し
、
信
頼
で
き

る
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を

め
ざ
し
て
、
連
合
な
ど
の
各

関
係
団
体
と
協
力
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

夢や希望の持てる社会環境づくりが、私たちの責務と強調する工藤会長

多くの組合員が参加した＝５月27日、札幌市

分科会で北海道の現状を発表する、高橋道本部特別執行委員

『
希
望
』を
持
て
る
社
会
の
実
現

公
共
交
通
で
ま
ち
づ
く
り

先
の
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し

て
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
を
深

め
た
。

　

は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代

表
し
て
都
市
交
評
中
山
議
長

が
、「
交
通
基
本
法
※
の
制
定

を
契
機
に
、
移
動
権
の
確
立

に
む
け
、
評
議
会
運
動
を
進

め
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

ま
た
、
氏
家
・
自
治
労
本

部
委
員
長
は
「
自
治
労
運
動

の
地
域
公
共
交
通
に
お
け

る
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
む
け

頑
張
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
日
本
大

学
の
轟
朝
幸
教
授
が
「
ま
ち

と
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
て
講

演
し
た
。

　

轟
教
授
は
「
ク
ル
マ
社
会

は
ま
ち
を
衰
退
さ
せ
る
」
と

強
調
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く

り
に
公
共
交
通
政
策
を
活
か

す
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　

２
日
目
は
２
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
、「
公
共
交
通
の
ま

ち
づ
く
り
に
公
共
交
通
の
果

た
す
役
割
」「
付
加
価
値
を
ど

う
高
め
る
か
」
に
つ
い
て
討

論
を
深
め
た
。

　

都
市
交
評
は
５
月
22
～
23

日
、
東
京
都
で
第
１
回
交
通

政
策
研
究
集
会
（
交
研
集

会
）
を
開
き
、
27
県
本
部
・

１
７
４
人
（
北
海
道
か
ら
11

人
）
が
参
加
し
た
。

　

交
研
集
会
は
都
市
交
産
別

時
代
に
、
交
通
政
策
を
推
進

す
る
議
論
の
場
と
し
て
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
今
回
の
集
会
は
組
織
統

合
以
来
、
初
め
て
の
開
催
と

な
っ
た
。

　

集
会
で
は
「
公
共
交
通
優

　

そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
で
中
央
集
会
で
の
連

合
本
部
・
古
賀
会
長
、
民
主

党
・
枝
野
幹
事
長
の
あ
い
さ

つ
を
視
聴
し
、「
労
働
者
保
護

ル
ー
ル
改
悪
阻
止
」「
安
倍
政

権
の
暴
走
阻
止
」
の
意
志
を

固
め
合
っ
た
。

　

そ
の
後
、
デ
モ
行
進
を
行

い
市
民
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

な
ま
ま
、
安
全
保
障
法
制
を

推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
今
国
会
会
期
末
が
正
念

場
だ
。『
労
働
者
保
護
ル
ー
ル

の
改
悪
』『
憲
法
解
釈
変
更
に

よ
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
』
に
断
固
反
対
し
、
安
倍

政
権
の
暴
走
を
組
織
の
総
力

を
あ
げ
阻
止
し
よ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

で
低
賃
金
』
を
増
や
し
、
若

者
た
ち
か
ら
安
定
し
た
雇
用

を
奪
う
改
悪
法
案
だ
」
と
批

判
し
た
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
や
孫
が
社

会
に
出
る
と
き
に
、『
夢
』
や

『
希
望
』
が
持
て
る
社
会
環

境
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
が

私
た
ち
の
責
務
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
法
案
の
成
立
を

何
と
し
て
も
阻

止
し
な
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
強

く
訴
え
た
。

　

さ
ら
に
、「
政

府
は
、
安
全
保

障
関
連
２
法
案

を
閣
議
決
定
し

た
。
国
民
的
合

意
形
成
や
立
憲

主
義
の
原
則
を

軽
視
し
、
抽
象

的
で
あ
い
ま
い

央
集
会
に
あ
わ
せ
て
、
道
内

の
各
地
協
12
カ
所
で
同
時
に

開
催
さ
れ
た
。

　

工
藤
・
連
合
北
海
道
会
長

は
「
労
働
者
派
遣
法
改
正
案

は
、
派
遣
労
働
に
つ
い
て

『
臨
時
的
・
一
時
的
に
限

る
』
と
い
う
原
則
を
実
質
的

に
撤
廃
し
、
職
場
か
ら
正
社

員
が
消
え
去
り
、『
生
涯
派
遣

会
」
を
開
き
、
６
５
０
人
が

参
加
し
た
。

　

こ
の
集
会
は
、
東
京
の
中

　

連
合
北
海
道
は
、
５
月
27

日
、

か

で

る

２
・

７

で

「
５
・
27
全
道
総
決
起
集

　

今
年
も
６
月
で
す
。
半
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
早
い
で
す
ね
。

　

半
年
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
、
１
月
26

日
に
１
５
０
日
の
会
期
で
開
会
し
た
第
１

８
９
回
国
会
も
、
そ
ろ
そ
ろ
会
期
末
と
い

う
こ
と
で
す
。
最
終
日
は
６
月
24
日
で
す
。

　

し
か
し
与
野
党
に
そ
ん
な
切
迫
感
は
あ

り
ま
せ
ん
。
与
党
は
、
は
な
か
ら
会
期
延

長
が
前
提
で
し
た
。
野
党
も
そ
ん
な
雰
囲

気
で
論
戦
し
て
い
ま
す
。
多
数
だ
か
ら
何

で
も
で
き
る
と
思
い
上
が
っ
て
い
る
与

党
、
少
数
だ
か
ら
ど
う
せ
押
し
切
ら
れ
る

と
卑
下
し
て
い
る
野
党
。
野
党
も
な
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
ん
な
状
態
だ
か
ら
、
米
国
で
安
部
首

相
に
「
今
夏
ま
で
に
安
保
法
案
を
必
ず
仕

上
げ
る
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

延
長
し
な
け
れ
ば
法
案
は
廃
案
で
す
。

し
か
し
、
会
期
延
長
に
野
党
が
唯
々
諾
々

と
従
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
は
ず
。
そ
の

た
め
の
与
野
党
の
駆
け
引
き
が
そ
ろ
そ
ろ

始
ま
り
ま
す
。
（
６
月
４
日
、
東
京
に
て
）

与
野
党
駆
け
引
き
が
始
ま
る

㉛

交
通
に
関
す
る
施
策
の

基
本
理
念
を
定
め
、
国

の
責
務
を
明
ら
か
に
し

た
も
の
で
あ
り
、
２
０

１
３
年
11
月
に
成
立
し

た
。

◆
交
通
基
本
法
と
は
？


